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推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
幸
い
阪
大

病
院
は
、
医
療
産
業
の
育

成
を
促
進
す
る
医
療
産
業

環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
そ
の
発
展
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

阪
大
病
院
で
は
、
今
年

度
か
ら
未
来
医
療
セ
ン
タ

ー
が
稼
働
開
始
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
遺
伝

子
治
療
や
再
生
医
療
な
ど

先
端
医
療
や
ゲ
ノ
ム
創
薬

を
開
発
し
、
実
用
化
す
る

た
め
に
医
学
部
や
学
内
の

他
学
部
や
研
究
所
と
協
力

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
国

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

に
バ
イ
オ
技
術
の
開
発
推

進
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
産
学
連

携
に
よ
る
創
薬
や
先
端
医

療
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
の

わ
が
国
の
産
業
の
方
向
性

を
示
す
も
の
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
関
西
に
は
未

来
医
療
セ
ン
タ
ー
や
医
薬

基
盤
技
術
研
究
施
設
を
コ

ア
と
す
る
大
阪
府
北
部
地

医
療
の
推
進
に
も
一
層

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
し
い
診
断
法
や
治
療

法
を
開
発
す
る
先
進
医
療

の
開
発
は
大
学
病
院
の
重

要
な
使
命
の
一
つ
で
す
。

大
学
が
独
立
行
政
法
人

化
さ
れ
ま
す
と
、
病
院
も

そ
の
体
制
の
下
で
運
営
さ

れ
ま
す
の
で
、
先
進
医
療

の
開
発
研
究
は
資
金
面
で

そ
の
す
べ
て
を
国
に
頼
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
産
業
界

と
の
連
携（
産
学
連
携
）を

域
の
彩
都
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
構
想
、
神
戸
市
の
発

生
・
再
生
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
構
想
を
実
現
す
る
こ

ま
た
、
社
会
に
対
し
て

透
明
性
の
高
い
情
報
提
供

を
行
う
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
も
目
標
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

阪
大
病
院
の
運
営
組
織

も
独
立
行
政
法
人
化
に
対

応
し
て
変
革
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在

そ
の
議
論
が
盛
ん
に
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
病
院
経
営

や
職
員
の
配
置
も
、
も
っ

と
効
率
の
よ
い
体
制
へ
と

変
化
す
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
さ
ら
に
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
大
学
病
院
と
し
て

医
療
人
の
教
育
や
先
進
医

療
の
開
発
に
も
力
を
注
い

で
い
く
予
定
で
す
。
独
立

行
政
法
人
化
の
中
で
患
者

さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
満

足
し
て
頂
け
る
医
療
の
提

供
を
第
一
に
考
え
、
地
域

の
中
枢
病
院
と
し
て
信
頼

さ
れ
る
病
院
と
し
て
、
さ

ら
に
発
展
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

病
院
の
診
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域

阪
大
病
院
で
は
、
患
者

さ
ま
の
急
変
な
ど
の
緊
急

事
態
に
迅
速
な
救
急
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
年

か
ら
新
し
く
採
用
さ
れ
た

研
修
医
を
対
象
に
、
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高
度
心
肺
蘇

生
）ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
の
研
修
を
始
め
ま
し

た
。医

師
は
医
学
部
教
育
の

中
で
心
肺
蘇
生
術
の
基
礎

を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
効
率
よ

く
蘇
生
術
が
で
き
る
よ
う

に
、
蘇
生
の
知
識
を
確
認

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際

に
病
棟
で
急
変
し
た
患

者
さ
ま
を
想
定
し
た
研

修
を
始
め
ま
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
は
、
米
国
心
臓

学
会
が
、
薬
剤
や
除
細
動

器
を
用
い
た
二
次
救
命
処

置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も

と
に
、
実
戦
に
役
立
つ
よ

う
に
組
み
立
て
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
脈

拍
、
脳
波
、
呼
吸
数
な
ど

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

人
型
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
い
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
、

自
発
呼
吸
は
あ
る
が
、
心

停
止
し
た
状
態
な
ど
に
設

定
し
て
お
き
、
講
習
を
行

い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

様
々
な
場
面
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
先
か
、
除
細
動
器
を

使
う
の
が
先
か
、
気
管
内

挿
管
は
必
要
か

―
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
対
処
法
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
数
多
く
の
実
例
か
ら

実
際
に
有
効
と
証
拠
付
け

ら
れ
た
対
処
法
で
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
相

手
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り

の
蘇
生
術
が
で
き
、
う
ま

く
蘇
生
し
た
か
ど
う
か

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

つ
な
が
れ
た
心
電
図
や
脳

波
形
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
に
参
加
し

た
研
修
医
ら
は「
講
義
で

蘇
生
術
を
学
ぶ
の
と
は
違

い
、
実
践
的
な
講
習
な
の

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
く
て
す
み
ま
す
」

と
、
話
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
は
阪
大
病
院
の

研
修
医
だ
け
で
な
く
、
大

阪
府
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
の
医
師
が
講

習
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

病
棟
で
急
変
し
た
患
者

さ
ま
だ
け
で
な
く
、
家
や

職
場
、
外
出
先
で
倒
れ
た

際
に
、
心
肺
蘇
生
術
に
よ

っ
て
、
で
き
る
だ
け
命
を

救
う
た
め
に
も
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を

よ
り
広
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、阪
大
病
院
に
は
、

院
内
で
心
肺
停
止
が
発
生

し
た
場
合
の
救
援
コ
ー
ル

体
制（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ル
）も

整
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
よ
り
国
立

大
学
は
す
べ
て
独
立
行
政

法
人
に
な
り
ま
す
。
国
立

大
学
の
法
人
化
は
す
で
に

閣
議
決
定
さ
れ
て
お
り
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道

さ
れ
て
い
る
通
り
で
す

が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
阪
大

病
院
も
独
立
行
政
法
人
の

体
制
に
な
り
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
化
は
、

単
に
国
立
大
学
に
法
人
格

を
付
与
す
る
と
か
、
既
存

の
法
人
制
度
の
枠
組
み
を

単
純
に
当
て
は
め
る
と
い

っ
た
消
極
的
な
発
想
で
は

な
く
、
予
算
や
組
織
、
人

事
な
ど
様
々
な
面
で
規
制

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
大
学

の
裁
量
が
拡
大
し
ま
す
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
、

第
三
者
評
価
に
基
づ
く
重

点
投
資
の
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
、
適
切
な
競
争
原
理

の
導
入
な
ど
効
率
的
な
運

営
を
図
る
自
己
責
任
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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先
端
医
療
、ゲ
ノ
ム
創
薬
で

独立行政法人化――――

どう変わる阪大病院

と
に
よ
っ
て
、
関
西
経
済
界

は
、
関
西
を
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
産
業
の
一
大
拠
点
と

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
関
西
地

区
に
あ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
、バ
イ
オ
研
究
機
関
、

施
設
を
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ

で
結
ぶ
計
画
が
進
ん
で
い

ま
す
。
バ
イ
オ
情
報
ハ
イ

ウ
ェ
イ
構
想
で
す
。

す
で
に
、
大
学
や
公
的

な
機
関
は
大
容
量
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
で
結
ば
れ
て
お

り
、
関
西
だ
け
で
な
く
全

国
の
大
学
、
研
究
機
関
と

も
情
報
の
や
り
取
り
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
効

率
的
な
研
究
、
開
発
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
阪
大
病
院
の
医

師
ら
も
す
で
に
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
阪
大
病
院
を
中

心
に
、
産
学
連
携
は
す
で

に
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
連

携
を
強
め
、
世
界
に
発
信

で
き
る
先
端
医
療
を
開

発
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
高
度
心
肺
蘇
生
」の
講
習�

研
修
医
、実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

高度心肺蘇生トレーニングの教室でのデモンストレーション

規
制
緩
和
…
強
ま
る
自
己
責
任
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小
児
科
で
は
種
々
の
疾

患
の
専
門
医
が
、
成
人
の

病
気
と
は
違
っ
た
特
徴
を

持
つ
子
ど
も
の
疾
患
の
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
成
人
に
な
っ

て
も
継
続
し
て
経
過
を
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

し
、
病
気
に
よ
っ
て
は
小

児
科
の
臨
床
経
験
が
豊
富

な
た
め
、
成
人
の
診
断
や

治
療
も
し
て
い
ま
す
。

疾
患
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
日
和
見
感
染
症
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
移
植
の
成
否

を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
病
気
の
一

つ
に
感
染
症
が
あ
り
ま

す
。
小
児
科
で
は
麻
疹
を

は
じ
め
と
す
る
感
染
症
を

無
く
す
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
っ
て
、
予
防
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
、
医
療
技
術
の

発
展
に
伴
い
、
感
染
症
分

野
に
新
た
な
課
題
が
出
て

き
ま
し
た
。

健
康
な
子
ど
も
に
感
染

し
て
も
ほ
と
ん
ど
症
状
が

現
れ
ず
、
自
然
に
治
っ
て

し
ま
う
、
人
間
と
共
存
状

態
に
あ
っ
た
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
が
、
免
疫
力
の
低
下

し
た
移
植
後
の
患
者
さ
ま

な
ど
に
お
い
て
は
、
非
常

に
や
っ
か
い
な
病
気
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を「
日
和
見
感

染
症
」と
呼
び
、
高
度
先

進
医
療
を
行
う
う
え
で
、

大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

骨
髄
移
植
や
臓
器
移
植

を
行
っ
た
後
に
は
、
拒
絶

反
応
を
抑
え
る
た
め
に
免

疫
抑
制
剤
を
投
与
し
ま

す
。
免
疫
力
が
落
ち
ま
す

の
で
、
も
と
も
と
体
内
に

潜
伏
し
て
い
た
ウ
イ
ル
ス

が
増
殖
し
て
、
肺
炎
や
脳

炎
な
ど
の
生
命
を
脅
か
す

看護の実際や看護の心を体験してもらう「ふ
れあい看護体験2002」が5月13日に行われました。
今年のメーンテーマは「看護の心をみんなの心
に」。阪大病院でも看護協会を通して看護師希
望や会社の新人研修などの9人が参加しました。
全員が白衣に着替え、１病棟1人ずつに分か

れ、看護師の指導のもと、患者さまのお話を聞
いたり、検温、血圧測定、体を拭いたり、シャ
ワーの介助、外来診察室までの車イス移動、配
膳、配茶など、看護師の日常業務を体験してい
ただきました。
参加者からは「看護師の仕事の大変さがわか

った」「患者さまとのコミュニケーションの難し
さがわかった」などの感想が寄せられ、アンケ
ートの満足度は80％以上でした。
指導看護師も参加者らの熱心な看護ぶりに、

「看護の心」を見直すいい機会になりました。

七夕コンサートが７月８日夕に、阪大病院エ
ントランスホールで行われました。患者さまに
ライブ演奏を楽しんでもらおうと、毎年行って
おり、車イスやベッドに寝たままの患者さまも
聴きに来られ、立ち見が出るほどでした＝写真。
最初に、神戸女学院大学音楽学部の山口智子

さんのフルートと寺澤彩さんのハープのデュ
オ。クラシックの名曲やアニメ「千と千尋の神
隠し」の主題歌などを演奏。次に、大阪大学吹
奏楽団がアニメ「となりのトトロ」の主題歌「さ
んぽ」や「明日があるさ」などを演奏しました。
美しいハープの音色にうっとりとする患者さま
や吹奏楽の演奏に合わせて歌を口ずさむ患者さ
まなどもおられました。

全職員を対象にした今年度第１回目のリスク
マネジメント講習会が開催されました。参加希
望者が703人と多かったため、６月17日と、７
月１日の２回に分けて行いました。
病院長ら５人の院内講師が、患者さまに安全

な医療を提供するために必要な注射や輸血など
に関する基礎知識、遵守すべき規則、人工呼吸
器チェックリストの導入、輸液ポンプの安全な
使用方法を説明しました＝写真。
さらに、エラーを起こした際に、真実を正確

に伝え、誠意を持って対応にあたることの重要
性、迅速に管理者へ報告することなどについて
周知しました。

阪大病院に忘れ物をしたのですが、どこに
連絡すればいいのでしょうか。また、忘れ

物の処理はどうなっているのでしょうか。
阪大病院の忘れ物は、当日は忘れ物をされ
たところに、翌日以降は総務課庶務掛に届

けられ、その月中は保管します。
保険証など大切なものは可能な限りお調べし

てご本人に連絡をしていますが、連絡先が分か
らない忘れ物は、保管期間中に問い合わせがな
ければ、茨木警察署（0726－22－1234）に届け
ております。
忘れ物の問い合わせ先は、忘れ物をした当日

中にお気づきの場合は、忘れ物をした部署に、
翌日以降は、阪大病院総務課庶務掛（06－
6879－5016）にお願いします。
受け付け時間は、8：30～12：00 13：00～

17：00（土、日、祝日、年末年始除く）
日数がたつほど忘れ物の検索が難しくなりま

すので、お問い合わせはお早めにお願いします。
阪大病院の忘れ物は、月に約100件あります

が、約２割は取りにこられます。季節ごとに忘
れ物にも特徴があり、梅雨時期は傘、冬にはマ
フラー・手袋が多くを占めます。携帯電話の忘
れ物も増えていますので注意してください。

白 衣 に 着 替 え て
９ 人 が 看 護 体 験

Q

A

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
と
い
う
非
常

に
感
度
の
高
い
方
法
を
使

い
、
移
植
後
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
迅
速
で
、
正
確

な
診
断
を
し
て
い
ま
す
。

日
和
見
感
染
を
起
こ
す

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
薬
剤

も
近
年
は
数
種
類
発
売
さ

れ
て
お
り
、
診
断
に
基
づ

き
、
適
切
な
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
を
早
期
に
用
い
る
こ
と

で
病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ

そ
の
た
め
、
小
児
科
で

は
微
生
物
学
講
座
と
協
力

し
て
、
患
者
さ
ま
の
血
液

中
に
存
在
す
る
ウ
イ
ル
ス

の
D
N
A
や
R
N
A
を
大

量
に
増
幅
さ
せ
て
特
定
す

移植の課題「日和見感染症」

迅速に診断・治療
小
児
科

臓
器
移
植
や
人
工
関
節
置
換
術

理学療法部七 夕 コ ン サ ー ト に
立 ち 見 の 出 る 人 気

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト
2 回 に 分 け て 講 習 会

特
別
特
別
な
リ
ハ
ビ
リ
で
対
応
対
応�
特
別
な
リ
ハ
ビ
リ
で
対
応�

梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害

後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
が
す

ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

阪
大
病
院
理
学
療
法
部
で

は
、
移
植
患
者
さ
ま
や
人

工
関
節
に
置
換
し
た
患
者

さ
ま
な
ど
先
進
医
療
や
難

病
に
伴
う
特
別
な
リ
ハ
ビ

リ
も
行
い
、
術
後
、
退
院

後
の
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。理

学
療
法
部
に
は
、
理

学
療
法
部
門
、
作
業
療
法

部
門
、
言
語
療
法
部
門
の

３
部
門
が
あ
り
ま
す
。

理
学
療
法
部
門
で
は
、

筋
肉
や
関
節
、
心
肺
機
能

の
回
復
な
ど
運
動
機
能
の

回
復
が
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
。
障
害
の
程
度
を
診

る
た
め
の
運
動
分
析
装

置
、呼
気
ガ
ス
分
析
装
置
、

足
底
圧
分
析
装
置
な
ど
の

検
査
機
器
も
設
け
て
い
ま

す
。作

業
療
法
部
門
で
は
手

工
芸
な
ど
の
各
種
活
動
を

用
い
、
運
動
機
能
の
改
善

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ト
イ

レ
や
入
浴
な
ど
日
常
の
生

活
の
訓
練
が
行
え
る
よ
う

に
、
家
庭
の
キ
ッ
チ
ン
や

風
呂
場
を
再
現
し
た
「
日

常
生
活
動
作
室
」
も
あ
り

ま
す
。

言
語
療
法
部
門
は
、
脳

血
管
障
害
や
頭
部
外
傷
な

ど
に
よ
っ
て
お
こ
る
構
音

障
害
や
失
語
症
、
あ
る
い

は
言
語
発
達
障
害
な
ど
に

対
し
、
評
価
、
治
療
を
行

い
ま
す
。
治
療
は
言
語
聴

覚
士
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ま
た
、
言
語
療
法
は

家
族
の
方
の
協
力
も
不
可

欠
で
す
の
で
、
家
族
の
方

へ
患
者
さ
ま
と
の
接
し
方

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま

す
。理

学
療
法
部
で
の
リ
ハ

ビ
リ
は
、
患
者
さ
ま
が
退

院
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
急
性
期
の
リ
ハ
ビ

リ
で
す
。
退
院
後
も
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
な
場
合
は
、

患
者
さ
ま
の
地
域
の
施
設

で
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
と
大
き
く

違
う
の
は
、
骨
腫
瘍
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
の
手
術
に
よ

り
人
工
関
節
を
入
れ
た
場

合
や
神
経
難
病
の
方
々
の

リ
ハ
ビ
リ
も
し
て
い
る
点

で
す
。

ま
た
、
心
臓
移
植
や
肺

移
植
を
待
つ
患
者
さ
ま

は
、
心
肺
機
能
を
で
き
る

だ
け
向
上
さ
せ
て
お
か
な

く
て
は
、
移
植
後
の
運
動

機
能
回
復
が
大
幅
に
遅
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ト

レ
ッ
ド
ミ
ル
な
ど
の
各
種

運
動
機
器
を
使
っ
て
、
心

肺
機
能
を
維
持
す
る
だ
け

で
な
く
、
少
し
で
も
向
上

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
関
節
や

筋
肉
を
痛
め
手
術
し
た
患

者
さ
ま
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
3
月
か
ら
阪
大
病
院
で
も
、

外
来
患
者
さ
ま
の
薬
に
つ
い
て
は
原

則
院
外
処
方
箋
に
な
り
ま
し
た
。

院
外
処
方
箋
は「
医
薬
分
業
」と
も

い
わ
れ
、
阪
大
病
院
、
大
阪
市
立
大

学
病
院
が
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

大
阪
府
下
の
分
業
率
は
約
30
％
に
な
り

ま
し
た
。

全
国

平
均
の
約
47
％
、
東
京
都
の
約
60
％

と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
低
い
の
で
す

が
、
患
者
さ
ま
に
医
薬
分
業
の
よ
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
分
業
率
を

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
院
外
処
方
箋

は
、
少
し
高
く
な
る
上
に
、
二
度
手

間
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
上
回
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

と
い
う
の
も
、
か
か
り
つ
け
の
薬

局
を
決
め
て
い
た
だ
く
と
、
患
者
さ

ま
が
服
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
薬

に
関
す
る
記
録（
薬
歴
簿
）を
作
成
で

き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
阪
大
病
院

で
処
方
さ
れ
た
薬
と
他
の
病
院
や
診

療
所
で
処
方
さ
れ
た
薬
、
市
販
の
医

薬
品
、
食
べ
物
な
ど
と
の
相
互
チ
ェ

ッ
ク
が
簡
単
に
で
き
、
飲
み
合
わ
せ
、

食
べ
合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
薬
局
に

来
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
F
A
X

に
よ
っ

て
処
方

箋
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
薬
剤

師
が
自
宅
ま
で
薬
を
お
届
け
し
、
説

明
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
や
外
出
の
難
し
い
人
に
利

便
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
処
方
医
、
患
者
さ

ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
受
け
入
れ
薬
局
、

薬
剤
師
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
院
外
処
方
箋
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
薬
分
業
の
良
さ
理
解
を

大
阪
府薬

剤
師
会
会
長

児
玉
　
　
孝

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。移
植
前
後
の
ワ

ク
チ
ン
投
与
も
積
極
的
に

行
い
、
感
染
症
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

理学療法部でリハビリに取り組む移植待機の患者さま

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
と
、
脳
出
血
や
脳

国
立
大
学
病
院
に
対
す

る
患
者
さ
ま
の
意
識
を
調

査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
2

0
0
2
年
５
月
に
行
い
ま

し
た
。
15
の
国
立
大
学
病

院
の
外
来
、
入
院
患
者
さ

ま
3
0
0
0
人
を
対
象
に

し
た
も
の
で
、
阪
大
病
院

で
も
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

人
、
計
2
0
0
人
の
患
者

さ
ま
に
協
力
を
お
願
い

し
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ま

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
紙
面

を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
、

阪
大
病
院
を
受
診
さ
れ
た

理
由
、学
生
の
臨
床
教
育
、

新
薬
開
発
の
た
め
の
研
究

（
治
験
）、
先
端
医
療
、
職

員
の
態
度
や
大
学
病
院
の

果
た
す
役
割
な
ど
へ
の
ご

意
見
な
ど
11
項
目
で
し

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次

号（
2
0
0
2
年
10
月
25

日
発
行
）の
阪
大
病
院
ニ

ュ
ー
ス
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

協
力
に
感
謝


